
■ 取組の効果・ 具体例 

■ 連携スキーム 

瀬戸内地域の観光産業活性化を企図した連携体制の構築 

■百十四銀行は、瀬戸内地域の金融機関および多様な民間企業と連携し、2016年に(株)瀬戸内ブランド 
 コーポレーションを設立。(一社)せとうち観光推進機構とともに「せとうちDMO」を構成し、瀬戸内 
 7県の観光振興・地方創生に取り組んでいる 
■当行は同社への出資・出向者派遣により、地域金融機関としての観光による地方創生に積極的に関与。 
 瀬戸内全体のブランド価値向上と地域経済活性化を推進 

■ 取組内容 

取組 内容 

①観光活性化ファンド 
「せとうち観光サステナブルファンド」（51億円規模）を組成。
宿泊施設・水族館・観光船事業等へ投融資 

②観光関連コンサルティング 
自治体向け観光振興計画策定・地域DMO設立支援、事業者向け
宿泊施設開発・経営支援 

③自主事業展開 
「Ryokan尾道西山」「せとうちアイランドステイズ周防大島」
等の宿泊施設の開発・運営 

④旅行事業｢せとうちDMC｣ 
2024年8月に第2種旅行業登録。欧米豪の富裕層向けFAMツアー
実施・ツアー造成 

⑤会員制コミュニティ 
「せとうちDMOメンバーズ」運営。約800の自治体・企業・団体
が参画するネットワーク構築 

ファンドを通じて「四国水族館」（香川県宇多津町）

の新規建設を支援し、地域の観光拠点を創出 
ファンドを通じて、リゾート型宿泊施設「FAV HOTEL小豆島安田プロジェクト｣ 
（香川県小豆島町）に対する支援を実施し、地域の観光産業活性化に関与 


